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3-0-1.講義概要（時間目安：1分）

リーディングカンパニー6社（IBM、Microsoft、Google、Amazon、Apple、Meta）や日本企業の
AI技術の概要やビジネス事例を学び、AIを活用して課題を解決するとはどういうことか理解する。ゴール

AIを活用するビジネス
第3回

小テスト
（時間目安：5分）　受講　　月　　日

（時間目安：61分）　受講　　月　　日

（時間目安：52分）　受講　　月　　日

3‐1‐1.AIのリーディングカンパニー

3‐2‐1.AIをビジネス活用している企業

AIをビジネス活用している企業3‐2

AIのリーディングカンパニー3‐1

「Partnership on AI」の結成
2016年9月、Meta（旧Facebook）、
A m a z o n 、G o o g l e 、I B M、
Microsoftの5社が、AI研究団体と
して共同で設立。2017年2月には
Appleも加入し、AIの研究は加速度
的に発展している。

AI技術の進展によるリスク

AIにおけるデータ活用の注意点
AI倫理と法令
AI倫理とは、ある社会集団において
AIを活用する上での善悪の判断基
準全般。AI倫理に対する規制やガ
イドライン策定の動きが各国で広がっ
ている。

AIをビジネス活用している企業
日本全体としてもAI市場の広がりによ
りAIサービスを供給する企業が増加
している。

【Amazon】AI開発年表／特徴

【Microsoft】AI開発年表／特徴

【Google】AI開発年表／特徴

【IBM】AI開発年表／特徴

【Meta】AI開発年表／特徴

【Apple】AI開発年表／特徴
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4-0-1.講義概要（時間目安：1分）

AIを支える技術を理解し、その全体像を学ぶ。ゴール

AIを支える技術
第4回

（時間目安：6分）　受講　　月　　日

（時間目安：9分）　受講　　月　　日

4-1-1.AIを支える技術

4-2-1.第1次ブームの探索推論、第2次ブームの知識表現

AIを支える技術：全体像
探索推論・知識表現・機械学習の3
つある。また、近年、機械学習を支
える技術が注目されている。

コンピュータによる「推論」や「探索」 
が可能となり、特定の問題に対して
解を提示できるようになったことが要
因で、1950年代後半から1960年
代に起こった。

【復習】第1次ブーム（探索推論）

AIに対する期待値が高まる「ブーム」
と、期待通りの成果が得られず低迷
する「冬の時代」が交互に訪れてい
るが、2022年には生成AIの1つで
ある対話型AIのChatGPTがリリース
され、生成AIが注目されている。

【復習】AI研究の歴史

専門分野の知識を取り込んだ上でそ
の分野の専門家のように振る舞うプ
ログラムが可能になったことが要因で、
1980年代に起こった。

【復習】第2次ブーム（知識表現）

AIを支える技術4-1

第1次ブームの探索推論、第2次ブームの知識表現4-2


